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情報活動

ネットワークを使って情報を操作する活動

Create
Collect Donate

集める

創る 見せる
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情報を集める

検索エンジン

ロボット型

Google, goo
ディレクトリ型

Yahoo! Directory
Google Directory
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情報を創る

HTML
エディタ
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情報を公開する

WWWサーバ
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情報活動としてのInternet

ネットワークを使って情報を操作する活動

情報を集める：検索エンジン(google, yahoo!, etc)
創る：ワープロ，HTMLエディタ etc.
見せる：WWW

WWWはそれほど統合されていない…

Create
Collect Donate

集める

創る 見せる

検索エンジン ワープロ，HTMLエディタ WWW
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情報・コミュニケーション活動としてのInternet
２つの層による２つのサイクル

Create
Collect Donate

集める

創る 見せる

情報活動層

Relate
Collaborate

Present

繋がる

協働する
現す

コミュニケーション活動層
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コミュニケーション活動としてのInternet
WWW以前から

メール　　　　：1対1，非公開，非同期

ネットニュース：多対多，公開，非同期

掲示板，BBS　：多対多，限定公開，非同期

IRC，チャット ：多対多，限定公開，同期

H. Takeda / National Institute of Informatics

コミュニケーション活動としてのInternet
WWW

WWWはそもそも研究者コミュニティにおけるデータ交換

やコミュニケーションのために生まれた

典型的なWebページ

データや研究情報

自己紹介のページ

What’s new
知り合いリンク

グループのページ

コミュニケーションのため



7

H. Takeda / National Institute of Informatics

コミュニケーション活動としてのInternet
WWW

WWWはそもそも研究者コミュニティにおけるデータ交換

やコミュニケーションのために生まれた

典型的なWebページ

データや研究情報

自己紹介のページ

What’s new
知り合いリンク

グループのページ

SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）

ブログ（Weblog, Blog)

Wiki
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ブログの例

記事（エントリ）

記事（エントリ）

アーカイブ

H. Takeda / National Institute of Informatics

ブログの例
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ブログの例

H. Takeda / National Institute of Informatics

ブログ(weblog, blog)とは?
漠然として共通理解はあるものの，確固たる定義はない．

多くの人が共通に考える属性としては

(1) 短い記事の集まっている

(2) 時系列表示されている

(3) 頻繁に更新されている

(4) 同一(あるいは少数)の人物によって書かれている

(5) 他の記事やページへのリンクを多くもつ

(6) Weblog ツールによって管理されている

(1)-(3): ニュースサイトでも可

(4)は意味的な特徴として重要

(1)-(5): Web日記も含む．Web日記とWeblogは出自が異なるも
のの本質的な違いはない

(6): 循環論法的定義．しかし現実的
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ブログがはやる理由

ブログをつくる人にとって

（１）簡単につくれるWeb
（２）日記形式の魅力

ブログをみる人にとって

（３）簡単に沢山みられる

ブログを作る人，みる人にとって

（４）人とのつながりをつくれる

H. Takeda / National Institute of Informatics

ブログがはやる理由
（１）簡単につくれるWeb

きれいなWebサイトが簡単にできる

HTMLを知らなくてもよい

ページのデザインとかはコンテンツを書くときは考えなく
てよい．

更新が簡単

CMS（コンテンツ管理システム）の一種
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なぜブログははやるのか
（２）日記形式の魅力

アメリカでは

ブログは個人レベルのジャーナリズムの方式として注目

日本では

Web日記の一形式

なぜ日記を公開するのか？　　　　　　　

H. Takeda / National Institute of Informatics

なぜブログははやるのか
（２）日記形式の魅力

なぜWeb日記を公開するのか？

指向性
表現内容

事実 心情

自己 「備忘録」：
自分のために事実を記録するもの
（例：予定などが書かれた手帳）

「（狭義の）日記」：
自分のために自分の心情などを
表現するもの

関係 「日誌」：
読者を意識して事実を記録するも
の（例：公開日誌，観察日誌）

「公開日記」：
読者を意識して自分の心情など
を表現するもの（例：日記文学
，交換日記）

川浦，山下，川上のWeb日記の著者の分析

山下，三浦のWeblogの著者の分析
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ブログがはやる理由
（３）簡単に沢山みられる

RSSブラウザ

各記事の題名や日付，概要等の情報（RSS)をブログから収

集して表示

興味のある記事だけをすばやく見つけて，みることができ
る

RSSアグリゲータ

複数のブログからRSSを集め，一括して表示

自分の視点で混ぜ合わせたりすることもできる

H. Takeda / National Institute of Informatics

RSSリーダ／アグリゲータ(glucuse)
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ブログがはやる理由
（４）人とのつながり

多様なつながりの表現手段

人から人へ

ブログからブログへのリンク

記事から記事へ

記事（エントリ）へのリンク

トラックバック

記事に人から

コメント

Weblog

Weblog

Weblog

Weblog

トラックバック

記事から記事へのリンク

H. Takeda / National Institute of Informatics
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ブログがはやる理由
（４）人とのつながり

ブログ・コミュニティ

関係あるブログが相互に結びつけあう

一つのブログはある人のアイデンティティとして機能

継続性，一貫性がアイデンティティ

×アイデンティティ＝実名

匿名，ニックネーム
Weblog

Weblog

Weblog

Weblog

トラックバック

記事から記事へのリンク
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情報・コミュニケーション活動としてのブログ

ブログは情報層とコミュニケーション層両方に関係

Create
Collect Donate

集める

創る 見せる

情報活動層

Relate
Collaborate

Present

繋がる

協働する
現す

コミュニケーション活動層

ブログ（ブログツール）

個人のアイデンティティとしてのブログ
個人のアイデンティティとしてのブログ
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ブログ検索エンジン

ブログ（RSS）を収集して検索可能にしているサービス

キーワード検索

Technorati http://www.technorati.com/
Bulkfeeds http://bulkfeeds.net/
livedor未来検索 http://sf.livedoor.com/

ランキング

カテゴリー別

H. Takeda / National Institute of Informatics

RSS検索エンジン(Technorati)
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RSS検索エンジン(Technorati)
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RSS検索エンジン(Bulkfeeds)
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RSS検索エンジン(未来検索Livedoor)

H. Takeda / National Institute of Informatics

カテゴリ別ランキング



19

H. Takeda / National Institute of Informatics

情報・コミュニケーション活動としてのブログ

ブログは情報層とコミュニケーション層両方に関係

Create
Collect Donate

集める

創る 見せる

情報活動層

Relate
Collaborate

Present

繋がる

協働する
現す

コミュニケーション活動層

ブログ（ブログツール）

個人のアイデンティティとしてのブログ
個人のアイデンティティとしてのブログ

ブログ検索エンジン
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SNS
(ソーシャルネットワーキングサービス)

それは何？

ひとのひとのつながりを表現できるサービス

なにができるの？

ひとのつながりをブラウジング

友人の友人は友人？

ひとのつながりで情報の公開度を変化

参加者のみに公開

自分の友人，自己紹介，日記

何のため？

出会いづくり

コミュニティつくり

　“人はつながりを求めている”
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mixi

H. Takeda / National Institute of Informatics

SNSのおける

コミュニティ
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SNSのおける

コミュニティ

H. Takeda / National Institute of Informatics

情報・コミュニケーション活動としてのSNS
人のつながりを中心としてコミュニケーションを支援

Create
Collect Donate

集める

創る 見せる

情報活動層

Relate
Collaborate

Present

繋がる

協働する
現す

コミュニケーション活動層
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Wikiとは

それは何？

簡単に共同でWebページの編集，公開ができる仕組み

何ができるの？

即座にWebページ（Wikiページ）が作れる

CMS(コンテンツ管理システム）の一種

Wikiページ

名前で識別

Wikiページ間のリンクも簡単

独自のリンク形式

検索が容易

何のため？

コラボレーションツールとして

時系列ではなく，コンテンツの構造を反映した構造

極めて自由度の高いグループウエア

H. Takeda / National Institute of Informatics

Wikiの例
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Wikiの例

H. Takeda / National Institute of Informatics

Wikiの編集
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情報・コミュニケーション活動としてのwiki
「創る」段階で情報活動とコミュニケーション活動を一体化

Create
Collect Donate

集める

創る 見せる

情報活動層

Relate
Collaborate

Present

繋がる

協働する
現す

コミュニケーション活動層
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Semantic Web
Webを通じてさまざまな情報交換の実現

自動化
統合

データの再利用

自動化
統合

データの再利用

H. Takeda / National Institute of Informatics

Next Generation Web?
Webの進化

HTML: 表示のためのWeb
XML:シンタックスをもったWeb
?? :セマンティックスをもったWeb

なぜセマンティックスをWebのメカニズムの中に組み込なね

ばならないか

人間のためのWeb
から

人間と機械のためのWeb
　ヘ

cf. 機械ためだけのWeb
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どうやって意味を記述するか

情報に関する情報を記述する仕組みが必要

メタデータ

データに関するデータ

共通に理解し合える仕組みが必要

シンタックス（言語，スキーマ）

語彙（オントロジー）

H. Takeda / National Institute of Informatics

メタデータとは？

題名：工学知識のマネージメント

編者：西田 豊明, 桐山孝司, 
冨山 哲男, 武田英明

価格： ￥5,300
出版社: 朝倉書店

ISBN: 4254200935 
出版年月：1998/11)
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RSSとは

サイトが提供する情報の要約を提供するメタデータ

XMLで記述

サイトのどこか（たいていのそのトップ）におかれる

いくつかの標準

RSS 0.91
Rich Site Summary

RSS 1.0
RDF Site Summary
RDFで記述

日本では標準的

RSS 2.0
Really Simple Syndication

(Atom)

H. Takeda / National Institute of Informatics

RSSの構造
rdf:RDF

channel

title: サマリー対象のタイトル

link:サマリー対象とするサイトのURI

description:サマリー対象の概要説明

Items: 内容の各項目へのリンクの一覧

rdf:Seq
rdf:li：項目へのリンク(情報の本体へ）

item
title: 項目のタイトル

link: 項目へのリンク(情報の本体へ）

description: 項目の概要説明

item
title: 項目のタイトル

link: 項目へのリンク(情報の本体へ）

description: 項目の概要説明

対応

rdf:li：項目へのリンク(情報の本体へ）
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rdf:RDF

channel

title: サマリー対象のタイトル

link:サマリー対象とするサイトのURI

description:サマリー対象の概要説明

Items: 内容の各項目へのリンクの一覧

rdf:Seq
rdf:li：項目へのリンク(情報の本体へ）

item
title: 項目のタイトル

link: 項目へのリンク(情報の本体へ）

description: 項目の概要説明

item
title: 項目のタイトル

link: 項目へのリンク(情報の本体へ）

description: 項目の概要説明

対応

rdf:li：項目へのリンク(情報の本体へ）

H. Takeda / National Institute of Informatics

場log：位置メタデータの利用

場log: 位置情報によってアグリゲーションできるブログ
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ActionLog:位置コンテクストを利用したブログ

位置，時間，人の情報からコンテクストを推定

H. Takeda / National Institute of Informatics
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Semblog Project
ブログを基本とした個人間の情報流通を促進する仕組
み

メタデータを活用
個人用RDFメタデータの統合環境

RSS
FOAF
オントロジー

Weblog

Weblog

Weblog

Weblog

H. Takeda / National Institute of Informatics

RNA: Personal RSS Suite
Weblogコンテンツのチェック・収集を行う「アンテナ」プログラム

RSSの登録（Check）
サイトごとの最新エントリを一覧表示
（HTML/RSS）

TrackBackの抽出

Weblogツールに依存しないRCS生成

・キャッシュ

エントリの保存（Clip）
全てのプロセスがWeb上に公開される

「再編集」が新たなコンテンツに

RSSの再流通
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RNA index

RNA Index

RNA

H. Takeda / National Institute of Informatics

RNA Alliance：複数のRNAの連携

個人間での情報推薦

サイト間（＝個人間）の類似度計算と差分の推薦

FOAF（Friend Of A Friend）メタデータを利用

人間関係を記述するメタデータフォーマット

FOAF TrackBack システムによる人間関係ネットワークの拡

張

コミュニティの自動発見・情報のコントロール/フィルタリ

ング
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RNA FOAF link

Friends' RNA with FOAF

Friends' RNA with FOAF link

H. Takeda / National Institute of Informatics

RNA Alliance

Recommended Sites

RNA Alliance and Recommendation
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まとめ

情報提供ツールとしてのWebからコミュニケーションツール
としてのWebへ
ブログは単に個人の情報発信ツールとしてでなく，コミュニ
ケーションツールとして重要

メタデータを活用することで，多様な情報提供，コミュニ
ケーションの仕組みが現れるであろう

H. Takeda / National Institute of Informatics

まとめ

皆さんにとってのブログとは？

小さい情報発信からはじめよう（ブログならそれができ
る）

つながることの面白さ，楽しさを感じましょう
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